
令和５年度熊野古道協働会議・第２回分科会
（持続可能な保全体制づくり）

１．分科会の目的・参加者

２．これまでの分科会の振り返り

３．スケジュール

４．伊勢路全体の保全を統括する組織

（１）持続可能な保全体制の構築（案）
（２）組織の検討

５．担い手確保・資金確保策

（１）企業・団体への協力依頼
（２）先進事例のさらなる共有

６．熊野古道サポーターズクラブ

令和５年12月27 日 熊野古道協働会議事務局 作成 1

p.2

p.4

p.6

p.8

p.19

p.25

１．分科会の目的・参加者

世界遺産登録25周年を迎える年には、伊勢路全域で持続的な保全の仕組みが構築
されていることをめざし、分科会で検討し工程表を作成します。

→ 令和４年度に作成した工程表に沿って、継続検討

• 関係団体の担い手確保

企業のCSR活動によるご協力を得るなども含めた新たな担い手確保策の積極的導入
や、臨機応変に保全活動を支援できる仕組みや方法についても検討します。

• 保全活動に係る資金確保

クラウドファンディングなどあらゆる資金確保策を検討します。

• バッファゾーンの森林管理のあり方

 分科会の目的（熊野古道アクションプログラム３追記編 より）
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座 長 玉津 充 氏（海山熊野古道の会）

副座長 西山 光雄 氏（二木島峠・逢神坂峠世話人会）

奥村 清司 氏（熊野古道伊勢路を守る会）

出口 眞市 氏（三瀬坂峠を守る会）

三重県教育委員会 社会教育・文化財保護課

委 員 熊野古道伊勢路沿線市町の文化財保護担当課

（伊勢市、玉城町、多気町、大台町、大紀町、紀北町、尾鷲市、熊野市、御浜町、紀宝町）

一般社団法人東紀州地域振興公社

三重県（紀北地域活性化局、紀南地域活性化局、南部地域振興局）

＊コアメンバーのほか、熊野古道伊勢路にご関心のある方は、どなたでも参加できます。

 分科会の参加者
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２．これまでの分科会の振り返り

• 伊勢路全体の保全を統括する組織の必要性について意見交換
• 保全活動の望ましいスタンダード（標準）の検討

→ 保全活動を通じて目指す伊勢路の姿
「文化的価値が保たれ、安全で快適に歩ける伊勢路」

• 伊勢路全体で必要なリソース（投入する担い手・資金）の確認
→ スタンダードを実現するためには、約700人、150万円の支援が必要

 伊勢路全体の保全を統括する組織
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• 協力の申し出がある企業等と協力して、先行テストを実施していくことを確認
• 「担い手確保」と「資金確保」に関する先進事例の共有
• 熊野古道サポーターズクラブ活動について意見交換

 担い手確保・資金確保
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持続可能な保全体制づくり 工程表
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分科会でまとめた統括組織の案を
熊野古道協働会議に提示

（当初の予定）
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組織形態の検討
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企業・団体への協力依頼
（先行テスト実施）

伊勢路全体の保全を統括する組織の立ち上げには、十分な検討が必要なことから、
当初のスケジュールより後ろ倒しになっています。

（現行の予定）

他地域例の調査

第
３
回
分
科
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(ア) 保全活動の望ましいスタンダード（標準）

プロパティ、バッファ・ゾーン、未指定区間はそれぞれの法や条例等で保護されており、
現状保存（日常的な維持管理）を行う。

ただし、バッファ・ゾーン、未指定区間については、各種法令に基づいて、現状保存だけでなく、
より安全に歩けるよう積極的に整備する。
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 検討項目・内容のイメージ

４．伊勢路全体の保全を統括する組織

保全活動を通じて目指す伊勢路の姿

「文化的価値が保たれ、安全で快適に歩ける伊勢路」

【これまでの分科会でのご意見】

• 国史跡として最低限必要なレベルは、峠の文化財区間を歩いて踏破できること。保全団体には、いかに
快適に歩けるか、という部分を担っていただいていると思う。

• 伊勢路全域の保全を考える視点が必要であり、未登録区間も「三重県 熊野参詣道 保全マニュアル」
に準じればよい。

(イ) 伊勢路全体で必要なリソース（投入する担い手・資金）

伊勢路を３つのエリアに分けて、保全活動の望ましいスタンダード（標準）を実現するために
必要な担い手・資金を算出。

• 伊勢路全域での年間必要人員 － 現行の年間投入人員 ＝ 今後、獲得を目指す人員数

計 2,079人 計 1,395人 計 684人

• 伊勢路全域での年間必要資金 － 現行の年間公的資金 ＝ 今後、獲得を目指す資金額

計 390万円 計 240万円 計 150万円
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(ウ) 組織の機能・役割（保全活動に関する情報共有や支援の受入等）

(エ) 組織形態（どのように立ち上げるか）

【これまでの分科会でのご意見】

• スタンダードを実現するための人員数は妥当だと思う。
• 何かを整備する時の原材料は高額なため、資料のとおりの資金では足りないかもしれないが、最低でも

今後150万円が必要。



 人的支援の確保

• 県が中心となって、様々な主体が協力し、当面、年間約700人（将来的に1,700人）
の確保をめざす（10～20社ぐらいを目標）

• 支援企業等の情報は保全活動統括組織と共有し、統括組織が具体的な支援活動を
調整する

（基本的な考え方）

• 行政経費のみでなく、多くの人々、企業・団体が少しずつ持ち寄る善意・厚志によって
支えられる持続可能な保全体制を構築したい

• より多くの地元の人々に、熊野古道への理解を深め、主体的に関わっていただきたい

持続可能な保全体制を構築するために、具体的な支援確保策や県、市町、保全団体等
がそれぞれ担うべき役割の案については、以下の通りです。
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４（１）持続可能な保全体制の構築（案）

【人的支援の想定】

県内（古道沿道の地元）
・県、市町の職員団体（10団体）
・各商工会議所、商工会、観光協会等、古道活用と深い関係がある企業・団体が参加する団体
（20団体程度）
・その他企業・団体（数団体）

県内（古道沿道以外）、県外企業・団体（平常時の活動はこちらを主）
・創業者が古道沿道出身の企業、観光等により古道と関係が深い企業
（交通、ツーリスト、宿泊施設等）等10～20社を想定
・企業のCSR活動あるいは社員福利厚生事業の一環として検討（事前に十分な調整を要する）

サポーターズクラブ会員、高校生等ボランティア
サポーターズクラブ会員がより広く参加できるよう、改善が必要

清掃保全ツアー造成（10～20人規模）を将来的に検討
サステナブル・ツーリズム等の流れを利用

11

例

例



• 県が中心となって、様々な主体が協力し、当面、年間150万円の確保をめざす
（１社10万円～数十万円で５～15社ぐらいを目標）

• 確保した資金は、保全活動統括組織を通じて各保全団体の保全活動に充当

【財政的支援の想定】

県内企業・団体

県外企業
古道沿道に所縁がある企業、業務が古道に関連する企業から「企業版ふるさと納税」を活用

※１回限りではなく、定期的に持続可能な形で寄附いただけるように工夫

 財政的支援の確保
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人的支援、財政的支援の確保については、県が主体で行うが、市町や保全団体も
支援候補者の県への紹介、独自の交渉による獲得等を通じて協力していく
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 地元での活動事例

（紀北町熊野古道連合会）

・９月以降に、ツヅラト峠、始神峠、荷坂峠、馬越峠の景観保全を実施

・11月に始神さくら広場において「古道秋まつりin始神」を開催

（三重南部地区郵便局長会熊野部会による保全活動）

・保全団体からの情報共有をもと
に、報道機関に資料提供した
結果、当日は新聞社の取材が
あった。
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能
な
状
況
に
復
旧
す
る
活
動
を

会
員
で
実
施
（
倒
木
の
撤
去
、
折
れ
た
枝
葉
の
撤
去
、
土
砂
の

撤
去
が
中
心
）

保
全
団
体
等
及
び
地
元
支
援
団
体
が
清
掃
活
動

（
荒
天
後
概
ね
１
週
間
以
内
を
目
途
か
）

地
域
外

の
支
援

小
規
模
な
被
害
の
み
の
場
合
は
、
保
全
団
体
等
が
保
全
活
動
統
括
組

織
に
保
全
活
動
計
画
を
提
出
し
て
支
援
者
の
募
集
を
依
頼
、

統
括
組
織
が
主
に
地
元
支
援
団
体
と
の
調
整
を
行
う

※
荒
天
時
は
支
援
調
整
依
頼
が
集
中
す
る
と
想
定
さ
れ
る
た
め
、
円
滑

な
調
整
方
法
の
検
討
が
必
要

※
荒
天
後
は
早
急
に
保
全
活
動
に
着
手
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
依
頼

す
る
支
援
者
は
地
元
に
限
定
、
安
全
に
通
行
可
能
な
状
態
に
暫
定

復
旧
す
る
と
こ
ろ
ま
で
を
担
当
、
ま
た
事
前
に
支
援
の
順
番
を
決
め
て

お
く等

人
員
確
保
の
工
夫
が
必
要

大
規
模

な
修
繕

大
規
模
な
修
繕
や
復
旧
は
、
市
町
教
育
委
員
会
が
事
業
者
に

発
注
し
て
実
施

大
木
の
倒
壊
、
斜
面
崩
壊
等
大
規
模
な
被
害
が
あ
る
場
合
は
、
市
町

教
育
委
員
会
に
連
絡
、
市
町
が
事
業
者
に
発
注
し
て
修
復

（
保
全
活
動
統
括
組
織
と
は
情
報
共
有
の
み
）

 荒天時の役割（案）
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４（２）組織の検討

• 保全活動に関する情報共有と推進
保全団体等の保全活動計画や荒天時の被害情報等を全団体で共有する。
上記をふまえて、人員・資金の配分調整を行う。

• 人的支援や財政的支援の受入
ボランティアや寄附金の受入窓口となる。
将来的には、保全活動への支援の働きかけも検討する。

• 活動PR
寄附金の活用実績や支援事例、支援企業の紹介等を広く公表する。

16

 組織の機能・役割

いずれかの方向性により、組織のあり方を具体的に検討します。

①古道沿道全体をカバーする一つの組織が全体を統括する

②エリアごとに統括する組織を決め、その代表者の集合体が全体を統括する

【これまでの分科会でのご意見】

• エリアごとに、人員の多い保全団体が世話人として統括して見てもらいたい。
• 保全体制は市町毎で違いがあるため、保全団体だけで進めるというのではなく、市町の行政も入っても

らって進めた方が効率が良いのではないか。

17

 組織形態



組織形態（案）

伊
勢
路
全
体
の
保
全
を
統
括
す
る
組
織

伊
勢
エ
リ
ア

紀
北
エ
リ
ア

紀
南
エ
リ
ア

三
重
県

伊 勢 市 玉 城 町 多 気 町 大 台 町 大 紀 町

尾 鷲 市紀 北 町

熊 野 市 御 浜 町 紀 宝 町

女
鬼
峠
保
存
会

大
台
町
ふ
る
さ
と
案
内
人
の
会

三
瀬
の
渡
し
保
存
会

三
瀬
坂
峠
を
守
る
会

膳

ツ
ヅ
ラ
ト
峠
を
世
界
に
つ
な
ぐ
会

荷
坂
峠
ま
も
る
会

始
神
峠
を
守
る
会

海
山
熊
野
古
道
の
会

馬
越
峠
道
普
請
隊

八
鬼
山
を
愛
す
る
会

ル
ー
パ
ー
の
会

二
木
島
峠
・
逢
神
坂
峠
世
話
人
会

（
一
社
）
熊
野
レ
ス
ト
レ
ー
シ
ョン

観
音
道
を
守
る
会
（
熊
野
あ
ら
け
隊
）

だ
ん
だ
ん
の
会

くま
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会

横
垣
・
風
伝
峠
保
存
会

熊
野
古
道
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

熊
野
川
体
感
塾

熊 野 古 道 連 合 会

熊
野
古
道
伊
勢
路
を
守
る
会

18



19

 熊野古道伊勢路一斉クリーンアップ作戦

熊野古道の保全について社会の関心を高めるとともに、熊野古道に関心・愛着を持つ人を
増やしていくため、「熊野古道伊勢路一斉クリーンアップ作戦」を実施しました。

【実施概要】
実施日：令和５年12月10日（日）

参加者：
・熊野古道サポーターズクラブ会員 10名
・協力団体 69名
・尾鷲高等学校生徒・教員 21名
・木本高等学校生徒・教員 11名
・保全団体 約60名
・行政機関 27名

計 約200名参加

実施団体及び場所：
・三瀬の渡し保存会 三瀬の渡し場周辺
・三瀬坂峠を守る会 三瀬坂峠
・荷坂峠まもる会 荷坂峠
・海山熊野古道の会 馬越峠
・二木島峠・逢神坂峠世話人会 曽根次郎坂・太郎坂
・（一社）熊野レストレーション 大吹峠
・だんだんの会 松本峠
・熊野川体感塾 熊野川川原

５．担い手確保・資金確保策（１）企業・団体への協力依頼

また、たくさんの方々がこの清掃活動に積極的にご参加
いただけるよう、三重交通グループが松阪駅から馬越峠を
往復するボランティアバスを運行し、馬越峠で清掃活動を
行いました。
参加者には活動前にチラシを配付し、熊野古道や保全

活動について知ってもらったうえで活動しました。

【今回の保全活動の目的】
・今年８月の台風７号で積もった落ち葉・枯れ枝の除去
・イノシシに掘り起こされた部分的な石畳の修復（軽作業）

20

（参加者に配付したチラシ）



関西圏ゆかりの三重県出身者等が一堂に会する「関西
三重県人の集い」にて、参加者の企業関係者に対して、
保全活動への支援の呼びかけを行いました。

開催日：令和５年10月15日（日）
参加者：県にゆかりの企業関係者等 約320人

 関西三重県人の集い

21

（支援の呼びかけチラシ）

（担い手確保）

• 白神山地の企業研修プログラム 【青森県】
• 保全体験ツアー 【株式会社ヤマップ】
• マッチングサイト 【株式会社おてつたび】
• 道普請ウォーク 【和歌山県世界遺産センター】

（資金確保）

• 企業版ふるさと納税制度/白神山地保全推進事業 【秋田県】
• 寄付金 【認定NPO法人フローレンス】
• クラウドファンディング 【田辺市熊野ツーリズムビューロー】
• YAMAP FUNDING 【株式会社ヤマップ】
• 利用者参加制度 【北アルプス登山道等維持連絡協議会】

• 寄附金取扱規程【四国遍路世界遺産登録推進協議会】

22

これまでに紹介

５（２）先進事例のさらなる共有

今回、新たに紹介



 寄附金取扱規定【四国遍路世界遺産登録推進協議会】

23
https://88sekaiisan.org/

同協議会では、「寄附金取扱規程」を定めて、四国遍路文化の保存・継承を目指すこと
を目的として寄附金を受け入れている。

（規程事項）
・趣旨
・定義
・受入れの方針
・受入れの制限
・受入れ手続き
・返還手続き
・使途
・補則

• 同協議会が寄附金を受け入れており、
企業版ふるさと納税制度は活用していない。

• 寄附金の受入れ手続きや使途が明確になっており、
寄附をする側として安心感がある。

• 寄附実績をホームページで公開している。
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６．熊野古道サポーターズクラブ

25

10月15日（日）
11月 ８日（水）
11月11日（土）

12月10日（日） 熊野古道伊勢路一斉クリーンアップ作戦

１月13日（土）
１月27日（土）
２月10日（土）
３月16日（土）

 清掃ウォーク（R5年度）

松本峠
熊野川
始神峠

三瀬坂峠
女鬼峠
二木島峠・逢神坂峠
大吹峠

だんだんの会
熊野川体感塾
始神峠を守る会

三瀬坂峠を守る会
女鬼峠保存会
二木島峠・逢神坂峠世話人会
（一社）熊野レストレーション

参加会員20名
参加会員14名
参加会員12名
参加会員10名

 語り部とのウォークイベント

馬越峠にて、世界遺産である熊野古道伊勢路の価値と魅力を多くの方に伝えるため、語
り部とのウォークイベントを行いました。
語り部による熊野古道の歴史や自然、また保全活動にも触れた案内を楽しんでもらいなが

らの活動となりました。

【活動概要】
日 時：令和５年10月７日（土）12時から16時
活動内容：語り部との熊野古道ウォーク

（道の駅海山～馬越峠～馬越公園～尾鷲神社～県尾鷲庁舎）
参加人数：16名（うち、熊野古道サポーターズクラブ会員12名）

【参加者の感想】

「日常を離れ、会話を楽しみながら歩くことができた。保全活動の苦労を聞き、
清掃ウォークにも一生懸命取り組みたいと思った。」

「いつも清掃ウォークに参加しているが、たまには清掃なしで歩くのも楽しい。」
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 新たな取組のトライアル実施

• 保全団体の活動日に合わせた平日の開催
3/24(金) 三瀬坂峠 ７名参加
11/8(水) 熊野川 14名参加

• 語り部とのウォークイベントの開催
10/7(土) 馬越峠 12名参加

• 参加賞の缶バッジの作成
各回で色違いの缶バッジを参加者にプレゼント

• 功労者への刺繍入りタオルの贈呈
昨年度の活動に参加された特別サポート会員(＊)にプレゼント
＊特別サポート会員：定期的にサポート活動に参加いただいている方
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